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研究成果の概要 

 

本研究計画の目標は、医師の臨床推論と同様のロジックに従って疾患を予測し、医師の仮説に

対する対比的な説明を出力できるインタラクティブ AIを開発することである。2023年度は、そのた

めの要素技術の開発に取り組んだ。 

まず、対比的な説明を学習させるためには、特定の所見の有無に応じた医療データを学習用デ

ータセットとして構築する必要がある。そこで、研究者が開発したスケッチによる類似画像検索シス

テム（原著論文情報 1）をさらに発展させ、例示画像中の特徴をユーザが自在に編集することで、

対比画像を効率的に収集できる医用画像検索技術を開発した。この成果は論文として投稿した。 

また、臨床意思決定の場において医師が機械学習モデルの説明に求める要件について考察し、

これらの要件を既存の説明性に関する技術が満たしているかどうかを検証した。この結果について

も論文として投稿した。 
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